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(54)【発明の名称】 超音波診断装置

(57)【要約】
【課題】  超音波診断装置において、使用される操作卓
の組立性の向上及び小型化を目的とする。
【解決手段】  本発明は、操作卓を受ける為の支持部に
操作卓の背面のバネを受ける為の凸部と操作卓の前面に
あるネジ部を固定する為のネジ穴を有する本体より構成
する。操作卓４は固定用バネ５の方からプラットフォー
ム２に挿入し、固定用バネ５を凸部２aの下に入れ支持
部２ｃに密着させるまで押し付け固定ネジ６を締め付け
ることにより、操作卓４を本体１に固定する。この時、
操作卓４の外周はガイド２ｄに係合する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  本体部と、操作するための操作卓とを有
する超音波診断装置において、前記本体部側に設けた前
記操作卓の支持部と前記操作卓とに設けた少なくとも一
対の保持手段と、前記支持部と前記操作卓とに設けた少
なくとも一対の固定手段とを有する超音波診断装置。
【請求項２】  前記支持部と前記操作卓とに設けた少な
くとも一対の前記保持手段において、一方が弾性体でも
う一方が凸部で構成されることを特徴とする請求項１記
載の超音波診断装置。
【請求項３】  前記支持部と前記操作卓とに設けた少な
くとも一対の前記固定手段は、一方がネジ部を有し、も
う一方が、固定する為のネジ穴を有する構成となってい
ることを特徴とする請求項１及び請求項２に記載の超音
波診断装置。
【請求項４】  ネジ穴を有する凹状の前記操作卓支持部
と、固定用のネジ部とバネ部材を有した前記操作卓とで
構成され、ネジを外した場合、操作卓の一部を上方向に
押し出し、操作卓を受ける為の前記操作卓支持部の凹部
より突出させることにより、容易に凹部より操作卓を取
り出す事の出来る請求項１ないし請求項３に記載の超音
波診断装置。
【請求項５】  前記操作卓支持部が有するネジ穴と、前
記操作卓が有する固定用のネジ部と底面に設けたバネ部
材が、前記操作卓及び前記操作卓支持部の各々の操作者
側に構成されていることを特徴とする請求項１ないし請
求項４に記載の超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【発明が属する技術分野】本発明は、超音波診断装置に
関するものである。
【従来の技術】従来の超音波診断装置は、図５に示すよ
うに本体１０、プラットフォーム２０、モニタ３、操作
卓４０等より構成されている。操作卓４０はプラットフ
ォーム２０に連設されたガイド２０ｄに嵌合し、その支
持部２０ｃで支えられ、プラットフォーム２０の下面側
より多数の前側の固定ネジ６、および後側の固定ネジ８
で締め付けられることにより、本体１０に固定されてい
た。
【発明が解決しようとする課題】しかし、従来の超音波
診断装置においては、本体１０に操作卓４０を固定する
のに、多数のネジを用いていたため、組立の作業性が悪
かった。また操作卓４０を支持部２０ｄに固定ネジ６の
他に、固定ネジ８を用いて、取り付け、取り外すため
に、作業スペースが必要であり、そのため、支持部２０
ｄの突出量が大きくなり装置が大型化するという問題が
あった。本発明は上記従来の問題を解決するもので、組
立作業が容易で、かつ、小型化できる超音波診断装置を
提供するものである。
【課題を解決するための手段】上記問題を解決する為に
本発明は、本体部と、操作するための操作卓とを有する
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超音波診断装置において、本体部側に設けた操作卓の支
持部と操作卓とに設けた少なくとも一対の保持手段と、
本体部側の支持部と操作卓とに設けた少なくとも一対の
固定手段とを有する。この構成により、従来に比較し固
定用のネジの本数を削減することができる。さらに、本
発明は、支持部と操作卓とに設けた少なくとも一対の保
持手段において、一方が弾性体でもう一方が凸部で構成
される。この構成により、寸法のバラツキに対しても安
定して保持することが可能であり、さらに、傷をつけた
り、湾曲させる恐れがない。さらに、本発明は、支持部
と操作卓とに設けた少なくとも一対の固定手段は一方が
ネジ部を有し、もう一方が固定する為のネジ穴を有す
る。この構成により、従来に比較し固定用のネジの本数
を削減することができる。さらに、本発明は、ネジ穴を
有する凹状の前記操作卓支持部と、固定用のネジ部とバ
ネ部材を有した前記操作卓とで構成され、ネジを外した
場合、操作卓の一部を上方向に押し出し、操作卓を受け
る為の前記操作卓支持部の凹部より突出させる構成であ
り、この構成により、容易に凹部より操作卓を取り出す
事の出来る構成である。さらに、本発明は、操作卓支持
部が有するネジ穴と、前記操作卓が有する固定用のネジ
部と底面に設けたバネ部材が、前記操作卓及び前記操作
卓支持部の各々の操作者側に構成されている。この構成
により、従来必要とした、操作卓後方のネジ止め及び、
ネジを外す為の、プラットフォーム下方の作業スペース
を不要とする為、容易に超音波診断装置に操作卓を固定
することが出来かつ、装置の小型化を図ることが出来る
という作用を有する。
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態につい
て、図１から図４を用いて説明する。図1は本発明の第
１の実施の形態の超音波診断装置を示す斜視図である。
図１において、本体１の上面部であるプラットフォーム
２の操作者側には操作卓４を支持する凹形状の支持部２
ｃを設けられている。操作卓４の後方部を保持するため
に弾性体として板形状の固定用バネ５を用いて保持し、
固定する為の固定ネジ６で固定される。操作卓４は固定
用バネ５の方から凹部の開口部２eよりプラットフォー
ム２に挿入し、固定用バネ５を凸部２aの下に入れ操作
卓４を凹形状の支持部２ｃに密着させるまで押し付け固
定ネジ６をネジ穴２ｂに通してタップ４aに締め付ける
ことにより、操作卓４を本体１に固定する。この時、操
作卓４の外周はガイド２ｄに係合する。図２は操作卓４
の固定状態を示す側面断面図である。操作卓４は後部の
固定用バネ５が凸部２aにより発生するたわみを利用し
て支持部２ｃに押さえつけられる。操作卓４の操作者側
のタップ４aは、固定ネジ6により、ネジ穴２ｂに固定さ
れる。このように本発明においては、操作卓４の後方部
は固定用バネ５で保持されるため、固定は操作者側の分
だけが必要であり少ない本数のネジで固定することがで
き、ネジの本数を削減でき組立の向上を図れる。次に、
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図３は本発明の第二の実施の形態の超音波診断装置の操
作卓４の着脱状態を示す斜視図である。図３において、
図１と同様の機能の箇所には同じ番号を付記している。
図３において、操作卓４の底面に板状の操作卓押し上げ
バネ７を有する。操作卓４は固定用バネ５の方からプラ
ットフォーム２の凹部の開口部２eに挿入し、固定用バ
ネ５を凸部２aの下に入れ操作卓４を支持部２ｃに密着
させるまで押し付け固定ネジ６をネジ穴２ｂに通してタ
ップ４aに締め付けて、操作卓４を本体１に固定する。
この時、操作卓４の底面に設置した押し上げバネ７は、
弾性により支持部２ｃを常に押している。図４は操作卓
４の取り外し状態を示す側面断面図である。固定ネジ６
を外すことにより、操作卓４の前面部のタップ４aはネ
ジ穴２ｂから外れる。操作卓４の底面に設置した押し上
げバネ７が支持部２ｃを押し、操作卓４が固定用バネ５
の先端部付近を支点にして上方向に押し上げられる。こ
のようにして、操作卓４を受ける為の操作卓支持部２ｃ
の凹部より突出させることにより、容易に凹部より操作
卓４を取り出す事が出来る。なお、本発明の実施例は、
弾性体である固定バネ、および押し上げバネとも板形状
のバネとしたが、他の形状のバネでもよい。また、操作
卓４側でなく凹部側に弾性体を設けた構成であってもよ
い。さらに、固定用バネ５およびこれを保持する凸部２
aを操作卓４および凹部のそれぞれの背面部に構成した
が他の構成であってもよい。
【発明の効果】本発明は上記実施例より明らかなよう
に、操作卓４の後部をバネの弾性により押さえつけ、操
作卓４の前面部のみをネジで締付け操作卓４を超音波診
断装置に固定することによりネジの本数を削減でき組立
の向上を図れる。また取付ネジの本数を減らすことによ
り、組み立ての際に必要としていた作業スペースを削減
することにより、装置の小型化を図ることができるとい*
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*う効果を有する。さらに操作卓４の底面にバネを付ける
ことにより、操作卓４を本体１より取り外すときこの弾
性により、ネジを外すと操作卓４０の裏面に設置した押
し上げバネにより操作卓４を持ち上げ操作卓４の一部分
がプラットフォーム２のガイドより突出する為、作業者
は容易に操作卓４を引き出し本体より外すことができる
という効果を有する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態における操作卓の取
付け構造を示す斜視図
【図２】本発明の第１の実施の形態における操作卓の固
定状態を示す側面断面図
【図３】本発明の第２の実施の形態における操作卓の取
付け構造を示す斜視図
【図４】本発明の第２の実施の形態における操作卓の取
外し状態を示す側面断面図
【図５】従来の操作卓の取付け構造を示す斜視図
【符号の説明】
１  本体
２  プラットフォーム
２ａ  凸部
２ｂ  ネジ穴
２ｃ  支持部
２ｄ  ガイド
２ｅ  凹部の開口部
３  モニタ
４  操作卓
４a  タップ
５  固定用バネ
６  固定ネジ
７  操作卓押し上げバネ
８  後部固定ネジ

【図１】 【図２】
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